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Ⅰ は じ め に   

トマトジュースを始め，ピューレー，ぺ－スト，ケチャップのようなトマト製品の品質を評価す  

るのに色男ほ重要な因子となっている．これまでトマト製品の測色に威してほ種々の研究がある  

が，潮色法としては，米国で最も一般的に用いられているのほマンセルカラーディスク（Munseu  

Color disc）よりなる標準色と試料を比較観察する方法である．これほ米国農林規格中佐記載され  

ている方法で，トマト製品のグレードの決定に際して基準となるものである．根城的に測色するに  

は，三色光電色皮計か分光光度計を用いる．トマト製品にほ前者に属するノ、ンタ一色差計が正確，  

迅速に測定出来るので推奨されており1），これに現する研究ほ多い．山田7）ほPhotovolt Meterを  

用いてトマト製品を測色している．後者としてほRobinson3）等ほペックマン分光光度計を用いて  

トマトジュースを測定している．   

われわれは当所農場で栽培した原料で試作したトマトジュースと一般市販のトマトジュースをマ  

ンセルカラーディスクを用い，米国農林規格に準じて剖色したが，同時に自記分光光皮計により測  

色し両測定値の関係を換討した．  

Ⅱ 米国農林規格とトマトジュースの色調   

米国農林規格4）によるとトマトジュース缶詰は，色讃30息 コン1ンステンシー15息欠点15点，  

フレーバー40点の4項目，合計100点についての採点結果からA，C，Dの3等級に分けられる・  

色調に潤してほ割当てられた30点のうちA級（Fancy）は26～30息 C級（Standard）ほ23～25点．D  

級（Sub・Standard）は0－22点のように等級に対応して点数が決められているのでトマトi7ユース  

を規定の標準色と比較しながら採点すれはいずれの等級に屈する色調であるか知ることができる・   

採点に隆して削、る標準色ほ4枚のマンセルカラーディスクの組合せを回転したときに生ずる色  

であることが農林規格中に規制されている．ディスクは赤，黄，黒，灰の4枚の円型色祇で虻果て  
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いて，各々の色調ほマンセル衷色法で示された規定のものである．標準色としてほ，A級の最下位  

26点とC級の23点あるいほ24点紅相当するディスク（4色）の組合せが決められている．比較した  

トマトジュースの色真司が例えば26点の組合せよりなる色調に等しいか，あるいほそれより上位なら  

ば．A級の色調ということができる．しかし採点の場合，農林規格に示された組合せだけでほC級  

の色調ほ採点できるが，A級の色調を30点まで順次に採点することほむつかしい．  

Ⅳ マンセルカラーディスク（MunsellColor disc）による測色   

i）測色に用いたマンセルカラーディスクの組合せ   

GouldⅥr・A■5）らほ米国農林規格に準じて採点測色する方法として23点，24・5点，26点り 28点の  

4審の点数に相当する組合せを示している．23点と26点ほ．それぞれC級とA級の最下位の点数で  

1957年4）以前の農林規格にほこの2点の組合せのみ示されていた．この4樫の点数と組合せの関係  

を換討した結果，採点数を1点変えるごとに，－・定の比率でディスクの組合せを変えれはよいとと  

を知ったので，23点から32点までの各点数に相当する組合せを彼等の示した4点を含あて表1のよ  

うに作ることを得た．すなわち，23点からl点増すごとに表の最下段に記した割合で各ディスク  

（色）を増（＋）誠（－）させたものである．   

この真のC級の点数と組合せの割合は米国農林規格中のそれとほ少し異なっている．真の23点の  

組合せが農林規格では23点あるいほ2∠l点として示されており，また24．5点の組合せが25点として示  

されてあって，表中の24点と25点に相当する組合せほ農林観梅にほない．しかしここに表示のもの  

Tablel Munsellcolor percentages for sconng tomatoJulCe  

Disk No．  1 r  2 】3①l4①l3⑧】4⑧】3⑨14（卦  

Col。ur  】  Red lYellowIBlack【GreylBlacklGreylBlacklGrey  
Grade  

＼ Mu瓜Se11  
colorlor 

s。。re   n。tati。。匪  
「  

NJノ′ Nノ  N．一／ 】N，／  

pOlnt  

＊indicated by W．A．Gou）d5）  

％oLincrease（十）alld decrease（－）c・fMun＄elIcolorinincrease of onepoint  
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の方が農林規格より細分されているので．測定に  

ほそのまま使用した，また点数ほ農林規格でほ30  

点までであるが，測定の際の比殴の関係から32点  

までの組合せを使用した．測色採点に当ってほ  

Tablelから適当に選んで赤．糞，黒，灰の4枚  

のディスクを組合せるが，黒と灰のみは①，㊥，  

◎の三通りの組合せを適当に選ぶことができる．  

例えは26点に相当する組合せほFig．1のようで  

あって，これが回転したときに生ずる色が26点の  

標準色となるが，図示したもの以外に黒灰のるほ  

黒14％と灰0％，あるいほ灰14％と黒0％の2組  

の組合せがあるので同一点数でも巣，灰の割合に  

ついては，異なる組合せを3組つくることができ  

Fig．1Percentage of c0lordisc corresp如血適  

to26points of GTade jL  

る．  

ii）測  色  法   

試料となるトマトジュースの色弱を標準光の下でマンセルカラーディスクの組合せで得た凛準  

色と直接肉眼的に観察比較するのであるから剰色法としてほ最も簡単なものである．   

測色器としてほ，Macbeth・MunseuDiskColorimeterを用いた、これほ前方の開いた箱型で試  

となるトマトジュースを入れたレヤーレようの皿を中央に置き，その両側にある円坂上に裳1より  

選んだマンセルカラーディスクの組合せを固定する．円板ほ下部に直結したモーターによって回転  

する・上部より親射した標準光（75008K）の下で．試料と回転しているカラーディスクとを前方  

ほぼ450の角度から廃寮比較する．適んだカラーディスクの組合せが試料の色調に一致すればその  

組合せの点数が試料の点数となり測色値となる．しかし試料の色諸とカラーディスクの組合せによ  

って生じた色諦が一致することほ少なく，試料の色鶉より負い色の組合せと怒るい色の組合せの南  

方から判断して採点することが多し、．  

Ⅳ 分光光度計による測色  

島津製自記分光光度計を旋用した．トマトジュースのように単透明液体の反射率を測定するにほ  

試料の液廟が十分に厚いことが必要である．しかしながら測定に用いたセルほ透適用の30X40X  

50m皿セルを利用したので，液層の厚さは50mmで十分過ぎたのであるが，巾と高さが小さいので  

その影響が生じた．即ち試料申iこ拡散した光が上下左右紅おいて一部試料を透過する場合ほ，  

Robinson3）等の述べているように真の反射率とほ若干異なってくることが考えられる．しかし測定  

値の比較だけの場合であるなら，同一・条件で測定すればさしつかえないので，そのまま測定した．  

しかしこのことについてはさらに換討したい．測定に医しセルほ黒色の紙でおおって一都の透過光  

は吸収し，また外部からの光は遮断した．凛準白坂は新たに教化マグネシウムを附著させて用いた  

が，その前面にセルと同質のガラスをおいて光密に対し試料と同一・条件になるようにした．  
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記録された分光反射率曲線からCIE表色故により，主披昆 純度を求めた．  

Ⅴ 試  料   

朗色に用いたトマトクエースほ当所試作品と市販品の二寝である．試作品は主として昭和35年皮  

のものであるが，それ以前のもある．製法ほいわゆる冷破砕法で次の膜序に行なった．   

原料トマトは数日追熟して用いた．  

原料洗源一煮沸（90～1000c，30－60砂）一説整（へタや悪い部分を切り取る）一破砕（チョッパ  

ーによる）－搾汁（エキストラクター，0．8m汀1日を通す）－加熱充填（80～860c）一巻締（No  

Vacuum）一腰歯（85－900c15分）一水冷．  

トマトの品種は赤福，マゼステイー，インダニヨリー珠玉，マグロープ象赤系と言われるもの  

である．  

市販ジモース缶詰ほ35年皮製造のものおよぴそれ以前のものである・  

Table2 Color value aJ】d score point of tomato juice  
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Ⅵ 測 色 結 果  

Tab】e2に30覆の試料についてマンセルカラーディスク法による測色値（採点数）と自記分光光  

度計より得たCIE衰色値を示した．   

マンセルカラーディスク法匿よる採点数ほ24．5－31であり，これに対応する分光光度計の測定値  

ほ王政長597・8～604．8叫上，明度4．4～6．3，純度67－79％であった．CIE表色法の中トマトの色  

調において重要なのほ主渡島である．   

Mac G此Ⅵayは主波長ほトマトの赤さを羞わす尺度であるが，明度と純度ほ重要度が少ないこ  

とを認めていることがFriedman8）等によって述べられている．  

またRobinson2）初等によるとノ、ンター色差計のa／b億が主波長のインジケーターとして用いられる  

のはトマトの測色たおいてほa／b億と主波長の間に直接の園係があるからである．このように王政  

長ほトマトの赤さを代表するので，採点数（Y）と主波長（Ⅹ）との相関を検討した．Fig．2ほ両者の  

関係を示したものである．  

‾相関係数ほr＝0・962である．自由度28のfの1％の有意水準ほ0．463であるから相関係数ほ高度  

に有意であろ．また回帰直線としてほY＝－470．768＋0．829Ⅹを得た．マンセルカラーディスク法  

ほ肉眼的観察であるので熟練を要し測定しにくいと思われたが，採点数と主波長との相関圃係が高  

いことほかなり良い結果をもって測定し得たことを示している、しかしこの測定とほ別匿いずれの  

琴準色とも比較することの困難な色詞の試料が1ケあった．これについてほさらに検討の必要があ  

るがこのように測定し得  
Fig・2 Relation betweendomiDant WaVelengthand coIor  

SCOreOf to皿atO j11ice  ない例外もあるわけであ  

る．   

また重要度ほ少ないと  

いゎれる明度，純度につ  

いて採点数との関連性を  

求めると相関係数ほ明度  

においてほ，ー＝一0．78，  

純度においてはー＝ －  

0．34であった．相調が明  

度において比較的に高い  

ことほトマトジュースが  

赤色が淡くなるはど，黄  

色味を増してくることか  

8eOエ，e  

pt．  

31   

30  

29   

28  

2ワ   

2b  

25   

24  

らもうかがえる．これに  

反し純度においてほきわめて関連性が少ない．   

当所試作品の色讃が同一品種であるにかかわらず異っているものがあるがこれほ原■斡の熟度の相  

遵によるものである．29点，30点のように上位にあるものほ赤く完熟したものはかりであったが28  
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点以下のものほ少々青い部分があったり，赤味が少なかったりした原料であって原料の良否がその  

まま製品に表われているわけである．   

またNo．14Peasonは遥熱後でも未熟部が多く原料としても長くなかったが，悪い部分を散底約  

に切り取ったので製品の色謁ほ良好となっている．試作品の製法ほ実験室的なものであったが，完  

熟トマトを用いたものは色調の良好なジュースをうることができた．品種間ではまだ良否ほつけに  

くいが，インダニヨクーの色調ほ良好であった、   

市販品の色調ほ27点までで余り良好とほいえないが，測定試料が少なく，その上l～2年以上経  

過せるものも有するのでこれの与で市販品の色調を予想することほ出来ない．  

Ⅵr 要  

1）マソセルカラーディスクを用い，米国農林規格に準じてトマトジュースの色調を測定（採点）   

した．  

2）軋色に際し，標準色としてのマソセルカラーディスクの親合せはGouldの示した4穫の組合せ   

を元にして23点から32点まで】点ごとの組合せを作って用いた．  

3）測色値（採点値）と自記分光光度計による測定値との関係を検討した紡乳 主虚長との間に高   

い相関があった．  

4）実験室の製法ではあるが，赤く完熟したトマトを用いることlこより最高位忙属する色謁のトマ   

トジュースをうることが出来た．  
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